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u 齋藤亮太
会社員（建設コンサルタント）

u Y.K
公務員

趣味︓
プリン🍮

u 井上和正（メンター）
会社員（⼈材会社）

丸森出⾝︕先⽇フルマラソンを
⾛ってきました︕︕運動⼤好
き︕

u ⼤和⽥静
会社員（建築設計）

趣味は美味しいご飯とお酒、プ
ロ野球観戦。球場で飲むビール
が⼤好きです︕

u 武⾒理々華
学⽣

趣味︓御朱印集め

u 関町咲穂
学⽣

趣味︓
旅⾏

u ⾨間由芽奈
学⽣

u ⼯藤佑⽻
学⽣

よく笑うKpop好きな21歳です︕ 栃⽊出⾝。
ドライブ
が好きで、
東北制覇
が⽬標で
す︕

登⼭×温泉
にハマって
ます︕なん
でも挑戦す
るアクティ
ブさが取り
柄です︕

１.メンバー紹介



ワークショップ（7/1）で議論したこと
Ø 東⽇本⼤震災があった中で、仙台市の防災の取り組みがどう変わってきたか︖
Ø 震災を経験していない⼩中学⽣の世代も出てきており、記憶が⾵化していないか︖
Ø ひとりひとりの市⺠が防災について学べる機会がなくなってきていないか︖
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活動の⽅針
Ø 仙台市の防災の取り組みを調査し、現状の課題と防災ニーズを明らかにする
Ø ニーズに対応した防災を楽しく学べる⽅法を考える

防災を楽しく学ぼう︕︕
【活動テーマの設定の経緯】

２.活動テーマの設定
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ヒアリング対象者 鍵屋浩司教授
（専⾨︓都市環境⼯学、建築⽕災安全⼯学、建築防災計画）

ヒアリング場所 東北⼯業⼤学
ヒアリング⽇ 7/20
質問内容 仙台市における防災にどんな課題があるか︖

ヒアリング結果
Ø 仙台市は広域避難所を指定しているが、それがあまり認識されていない
Ø その他、⾃治体を中⼼に様々な防災対策が考案されているが、その情報が広がっていない

私たちが考えたこと
Ø まずは、⾃治体が提供している防災情報に興味を持ってもらうことが必要︕

３.フィールドワーク
①東北⼯業⼤学鍵⾕先⽣へのヒアリング



②宮城教育⼤学武⽥先⽣へのヒアリング
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ヒアリング対象者 武⽥真⼀特任教授
（「311いのちを守る教育研修機構」統括プロデューサー）

ヒアリング場所 宮城教育⼤学
ヒアリング⽇ 7/31
質問内容 仙台市ではどのような防災のニーズがあるか︖

ヒアリング結果
Ø ハード⾯での防災対策は市が⾏っているため、⺠間ではソ
フト⾯での対策にニーズがある

Ø 学校における防災教育が形骸化している

私たちが考えたこと
Ø 防災に関するゲーム作りが⺠間の防災対策の導⼊として適
切なのではないか︖

３.フィールドワーク



③仙台市役所職員へのヒアリング
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ヒアリング対象者 仙台市役所危機管理局防災・減災部減災推進課
阿部係⻑、⼯藤主任

ヒアリング場所 仙台市役所
ヒアリング⽇ 9/7
質問内容 仙台市の防災の取組みで課題に感じていることはあるか︖

３.フィールドワーク

ヒアリング結果
Ø 東⽇本⼤震災を経験していない世代が増加してきており、
防災意識を全市⺠に浸透させることが難しい

Ø 避難訓練に参加する世代が、⾼齢者の⽅など、どうしても
固定化されてしまう

Ø 防災の普及のため、防災にまつわるゲームなどがあれば
使ってみたい

私たちが考えたこと
Ø 震災後に⽣まれた世代へ向け、遊びを通して防災を学べるゲームを作り、⽇々の防災意識
をアップデートしていきたい︕



④防災ゲームの体験
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既存の防災カードゲーム「このつぎなにがおきるかな︖」（国⼟交通省考案）を体験
してみて、私たちのゲーム作りに⽣かせることはないか考えた

出典︓国⼟交通省

私たちが考えたこと
Ø 7並べのような形式で、津波のときの対応など、シン
プルな⾔葉とイラストで知るきっかけになった

Ø ゲーム形式でやることで、楽しみながら防災を知る
ことができた

Ø ⼀⽅で、新しくルールを覚える必要があるため、市
⺠への導⼊のハードルになっていないか︖

３.フィールドワーク
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４.アクション

Ø フィールドワークの結果を踏まえて、防災について楽しく学べ、防災に興味を持ってもら
えるようなゲームを考案した

【防災ストーリーズ】

Ø 皆がルールを知っているトランプをベースにすることで、誰でも遊びやすいものに
Ø イラストや図などを⽤いて、⼦どもでも親しみやすいものに
Ø 仙台市や気象庁、内閣府等の防災に関する情報を掲載し、⼤⼈でもタメになるものに
Ø 「考えてみよう︕」のカードで、防災を⾃分ごととして考えるきっかけに

①防災ゲームの考案
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♣【①防災について学ぶ】

Ø 過去の災害の振り返り
Ø ハザードマップの学習
Ø ⾃治体の防災の取り組みの紹介

など
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♦【②⽇頃からできる備え】

Ø ⾃宅の危険性の確認
Ø 避難場所・避難ルートの設定
Ø ⾮常⾷の備蓄

など
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❤【③⼤⾬・台⾵1~3⽇前
の対応】

Ø 最新の気象情報の確認
Ø ⾃宅の安全対策の実施
Ø いつでも外に出られる準備

など
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♠【④⼤⾬・台⾵当⽇の対応】

Ø 防災メールの確認
Ø 避難ルートの再確認
Ø 避難所への移動

など
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Joker
Ø 逃げ遅れないための考え⽅

裏⾯デザイン

完成写真
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４.アクション
②防災ストーリーズの実践
仙台市市⺠活動サポートセンターのスタッフの⽅々に、防災ストーリーズを⽤いて、
7並べを実践していただき、意⾒をいただいた

いただいた意⾒
Ø やってみると⾯⽩い

Ø トランプだから新しいルールを覚えなくていい
Ø カードのイラストの現物（ハザードマップ、マ
イタイムライン等）があると、より学習効果が
⾼まる

Ø 7並べだけでなく、特定の防災のテーマを決めて、
ワークショップ形式で話し合えるような遊び⽅
があってもよい
⇒⾃分ごととして備えの確認やエピソードトー
クができる
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５.今後の予定①
Ø 防災ストーリーズは、仙台市市⺠活動サポートセンターの正⾯⽞関内の
「マチノワギャラリー」に展⽰予定

出典︓仙台市市⺠活動サポートセンターHP

マチノワギャラリー︓⽇頃の活動を発信できる展⽰スペース

ぜひ⼿に取って
遊んでみてください︕
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５.今後の予定②

出典︓仙台市HP

「仙台防災未来フォーラム2024」に、防災ストーリーズを
ワークショップ形式で出展予定︕
【仙台防災未来フォーラム2024の概要】
「仙台防災未来フォーラム」は、東⽇本⼤震災の経験や教訓を未来の防災につなぐため、発表やブース展⽰、体験型
プログラムなどを通じて市⺠のみなさまが防災を学び、⽇ごろの活動を発信できるイベント

【昨年度のフォーラムの様⼦】
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6.Instagramアカウントのご案内
Ø 「仙台防災未来フォーラム2024」「防災ストーリーズ体験イベント」など
イベント告知や体験レポートを発信︕ぜひフォローお願いします︕
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